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第１総則

１ 本書の位置づけ

竹原市（以下「市」という。）は、（仮称）竹原市複合交流拠点施設整備運営事業（以下「本事業」

という。）について、民間の経営能力及び技術的能力の活用を図るため、「民間資金等の活用による公

共施設等の整備等の促進に関する法律」（以下「PFI 法」という。）に準ずる事業として実施する。

本募集要項は、本事業をPFI法に準じ民間資金等の活用による公共施設等の整備等に関する事業（以

下、「特定事業」という。）として、事業の選定及び特定事業を実施する民間事業者（以下、「選定事業

者」という。）の選定等に関し定めるものである。

この募集要項と下記に示す付属資料は、一体のものである。

〈別紙〉

リスク分担表（案）

〈付属資料〉

資料１ 要求水準書

資料２ 優先交渉権者選定基準書

資料３ 様式集

資料４ 基本協定書（案）

資料５ 基本契約書（案）

資料６ 設計業務等委託仮契約書（案）

資料７ 建設工事請負仮契約書（案）

資料８ 工事監理業務委託仮契約書（案）

資料９ 指定管理者基本協定書（案）

資料 10 業務対価の支払い方法及び改定方法

資料 11 モニタリング措置要領（DBO 事業）

資料 12 事業用定期借地権設定契約書（案）
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第２事業の内容に関する事項

１ 事業名称

（仮称）竹原市複合交流拠点施設整備運営事業

２ 公共施設等の管理者

竹原市長 今榮 敏彦

３ 本事業の目的

竹原の中心市街地は、塩田文化から始まり、歴史的建造物が建ち並ぶ町並み保存地区や、市役所周

辺、竹原駅周辺、新開地区周辺における都市基盤や住環境の整備によって発展してきた。これらの基

盤を活用しながら、新たな活動を生み出すことでまちの価値を高めることを目的に、令和 7年 3 月に

「竹原中心市街地地区まちづくりビジョン」を策定した。

本事業は、竹原市役所周辺エリアにおけるまちづくりの方針「自分らしさを表現できる私の居場所」

の実現に向け、竹原市庁舎の移転に伴う跡地を活用し、中心市街地における市民の日常的な居場所や

賑わいの創出を目指すものである。

本事業の対象となる複合交流拠点施設については、市民アンケート、中心市街地まちづくりワーク

ショップ、関係団体ヒアリング、有識者プロジェクトチーム、庁内プロジェクトチーム等、市民をは

じめ多様な方々と対話を重ねながら、施設の基本的な考え方や導入機能、整備方針等の検討を行い、

それらの結果を踏まえ、令和 7年 6 月に「竹原市複合施設整備基本計画」（以下「基本計画」という。）

を策定した。

本事業は、基本計画に定めるコンセプト「小さなセッションが未来を育てる、たけはらオープンプ

レイス」のもと、市の目指す都市像「元気と笑顔が織りなす暮らし誇らし、竹原市。」の実現に向け、

市民の多様な交流が生まれる拠点となる施設を整備することを目的とする。

４ 事業の概要

（１）対象施設

本事業の対象となる施設等は次のとおりである（以下、下記ア及びイを「公共施設」といい、下

記 ア、イ、ウを総称して「拠点施設」という。）。なお、市は公共施設を地方自治法第 244 条の規定

による公の施設とする予定である。

ア 本施設

（ア） 市民交流機能（市民ホール関連）

ホール、リハーサル室・音楽室・ピアノ庫、道具庫・倉庫で構成される施設

（イ） 市民活動支援機能

会議室、調理室・調理倉庫、食事室で構成される施設

（ウ） ギャラリー機能

展示ギャラリー、収蔵庫、燻蒸・作業室（前室）で構成される施設

（エ） 図書館機能
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閲覧室（開架書庫）、児童図書コーナー、閉架書庫、学習室（サイレントルーム）、ブラウジン

グコーナー、受付及びサービスカウンターで構成される施設

（オ） こども・子育て支援機能

プレイルーム、保育室、倉庫で構成される施設

（カ） 共用部

ロビー、廊下・階段、トイレ、授乳室・調理室・おむつ替え室、倉庫、機械室、発電機室等で

構成される共用空間

（キ） 管理部門

運営事務室、相談室、トイレ（管理者用）、休憩室、給湯室、更衣室、洗濯スペース、倉庫、ゴ

ミ庫、スタッフ通用口、移動図書館車両用駐車場で構成される施設

（ク） 休日診療所

診察室、処置室、待合室、倉庫で構成される施設

（ケ） 医師会事務所

医師会事務所で構成される施設

イ 駐車場及び外構・広場

事業用地内において、本施設の利用者による利用を踏まえた駐車場、外構（駐輪場含む。）・広場

及びテラス等で構成される空間。ただし、駐車場は民間収益施設と一体的に整備することがある。

ウ 民間収益施設

事業用地の一部（以下「民間活用用地」という。）を活用し、民間事業者の提案により整備する施

設で、公共施設と一体的に整備することにより一層の利用促進が図られる施設である。

集客力の向上など地域全体のにぎわいの創出や活性化に寄与する施設、交流人口の拡大及び定住

人口の拡大に寄与する施設、本事業で整備する公共施設や周辺施設との連携を図るなど、周辺地域

との調和に資するような施設を期待しているが、民間事業者の提案を限定するものではない。

（２）事業方式

ア 公共施設、駐車場及び外構、広場

事業方式は、施設の機能や運営等においてより効果的かつ質の高い公共サービスの提供と財政負

担の縮減を目指し、民間ノウハウを活用するため、設計及び建設業務（既存施設の解体含む。）、工

事監理業務、開業準備業務、維持管理業務、運営業務を包括的に募集する DBO 方式とする。

ただし、公共施設の休日診療所（医師会事務局を含む。）及びギャラリーは、市が直接運営する。

イ 民間収益施設

事業方式は、市が事業用地のうち民間活用用地に借地借家法第 23 条に定める定期借地権（事業用

定期借地権）を設定し、民間収益事業者に対して貸し付けた上で、民間収益事業者が事業提案に基

づき、自らの責任と費用負担により、民間収益施設の設計、建設、維持管理及び運営を行う定期借

地方式とする。
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ウ 事業区分及び事業主体

各施設の事業区分及び事業主体は、下表のとおりとする。

本事業は、公共施設の整備等を行うDBO事業と、民間収益施設の整備等を行う民間収益事業を一体

的に実施するものである。その実施に向けて、市は、DBO 事業を実施する民間事業者（以下「DBO 事

業者」という。）と、民間収益事業を実施する民間事業者（以下「民間収益事業者」という。）の募

集・選定を一括して行うものとする（以下、DBO 事業者及び民間収益事業者を合わせて「選定事業

者」という。）。

※公共施設の休日診療所及びギャラリーは市が運営し、維持管理は DBO 事業者の業務に含む。

※医師会事務所は医師会が維持管理・運営する。

（３）事業スケジュール

ア DBO 事業

DBO 事業の事業スケジュールは、次のとおり予定している。

イ 民間収益事業

民間収益事業の事業期間は、15 年～30 年とし、民間事業者の提案に基づき市と協議のうえ定める。

供用開始は、遅くとも、DBO 事業と合わせて令和 11 年 10 月とすること。

（４）業務範囲

業務範囲は、次のとおりである。

ア DBO 事業者が実施する業務

（ア） 設計業務

・事前調査業務

・設計業務（基本設計及び実施設計）

・国庫交付金等申請補助業務

・その他業務を実施する上で必要な関連業務

（イ） 建設業務

・既存施設等解体・撤去業務

・着工前業務

対象となる施設 事業区分 事業主体

公共施設 DBO 事業 DBO 事業者

駐車場及び外構・広場 DBO 事業 DBO 事業者

民間収益施設 民間収益事業 民間収益事業者

項目 期間

① 事業契約の締結 令和 8年 3月

② 事業期間 事業契約締結日～令和 26 年 9 月

③ 設計・建設期間 事業契約締結日～令和 11 年７月末

④ 開業準備期間 施設引渡し日～令和 11年９月

⑤ 供用開始 令和 11 年 10 月

⑥ 維持管理期間 施設引渡し日～令和 26年９月

⑦ 運営期間 供用開始日～令和 26 年９月
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・建設期間中業務

・完成後業務

・その他業務を実施する上で必要な関連業務

（ウ） 工事監理業務

・工事監理業務

（エ） 開業準備業務

・開業準備業務

・図書等資料の選定

・移設業務

・供用開始前の予約

・検索システムの構築業務

・広報活動業務

・開館式典及び内覧会等の実施業務

・開業準備期間中の維持管理業務

（オ） 維持管理業務

・建築物維持管理業務

・建築設備維持管理業務

・什器・備品等維持管理業務

・外構等維持管理業務

・環境衛生業務

・清掃業務

・警備業務

・駐車場及び駐輪場管理業務

・修繕業務

・長期修繕計画策定業務

・その他業務を実施する上で必要な関連業務

（カ） 運営業務

・施設運営業務

・図書館運営業務

・市民活動支援機能運営業務

・こども・子育て支援機能運営業務

・自主事業運営業務

・その他業務を運営する上で必要な関連業務

イ 民間収益事業者が実施する業務

・民間収益施設の設計、建設、維持管理及び運営業務

・事業終了に伴う民間収益施設の撤去等
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ウ 市が実施する業務

・国庫交付金の申請業務

・ギャラリーの企画、展示業務

・保健健診業務

・休日診療所運営業務

（５）事業に係る収入及び費用負担

ア DBO 事業者の収入

本事業におけるDBO事業者の収入は、市が支払うサービス対価及び公共施設の運営事業による収入

からなる。

（ア） 市が支払うサービス対価

a 施設整備（設計業務・建設業務・工事監理業務）に係る対価

市は、施設整備に係る対価について、毎年度の出来高に応じて、DBO 事業者（設計業者・建設業

者・工事監理業者）に支払いを行う予定である。

b 開業準備に係る対価

市は、開業準備業務に係る対価について、事業契約においてあらかじめ定める額を、当該業務

終了後に DBO 事業者に支払う予定である。

c 維持管理・運営業務に係る対価

市は、維持管理業務、運営業務に係る対価（指定管理委託料）について、事業契約においてあ

らかじめ定める額を、維持管理・運営期間にわたり DBO 事業者に支払う。

（イ） 公共施設の運営事業による収入

a 公共施設の利用料金収入

DBO 事業者は、公共施設（市民ホール、各種貸館等）について、条例に定める額を上限として、

DBO 事業者（指定管理者）が本市の承認を受けて定める額の利用料を徴収し、収入とすることがで

きる。なお、条例に定める額は、選定事業者の提案をうけて、市との協議により決定するものと

する。

b 自主事業による収入

DBO 事業者が実施する自主事業運営業務により得られる収入についても、DBO 事業者の収入とす

ることができる。

イ DBO 事業者の費用負担

（ア） 維持管理・運営業務に係る費用

公共施設について、選定事業者が行う維持管理・運営業務に必要な費用は、サービス対価及び公

共施設の利用料金から負担すること。

（イ） 自主事業に係る費用

選定事業者が公共施設にて自主事業を実施する場合は、当該実施に要する公共施設の利用料金を

選定事業者が自ら負担すること。
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ウ 民間収益事業者の収入

民間収益事業は、民間収益事業者の独立採算により実施するものとし、民間収益事業者は、事業

の実施により得られる売上を自らの収入とすることができる。

エ 民間収益事業者の費用負担

民間収益事業者は、竹原市公有財産管理規則に基づき、民間収益事業に資する土地について事業

用定期借地契約を締結するものとし、事業実施期間にわたり、年２回（上半期・下半期）、借地料を

市に支払うこと。借地料は、市が定める額を基準として、借地の範囲を含めて事業者の提案による

ものとし、市と協議のうえ決定する。なお、民間収益施設に資する面積は、民間収益事業として単

独で占用する面積をいう。

民間収益事業者は、民間収益事業の実施に必要な全ての費用を負担し、事業用定期借地契約の終

了時に、民間収益施設の除却費用を負担すること。

（６）法令等の厳守

本事業の実施に当たっては、関連する関係法令、条例、規則、要綱等を遵守するとともに、各種基

準、指針等についても本事業の要求水準と照らし合わせて準拠すること。
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第３応募者の参加資格に関する条件

１ 応募者の構成等

（１）応募者の構成等

本事業への応募者は、複数の企業で構成されるグループとし、応募者の構成等は以下のとおりと

する。なお、応募者のうち、応募手続き、供用開始までの本事業全体のとりまとめ及び市と構成企

業の調整窓口を行う者を「代表企業」、代表企業以外の企業を「構成企業」という。

また、参加表明書提出時に民間収益事業者の企業名の提出は必須としないが、事業の業種、業態、

規模感等を明らかにすること。

同一の者が複数の業務を兼ねて行うことを妨げないが、同一の者又はその者の子会社又は親会社

が、建設業務を行う者と工事監理業務を行う者を兼ねることはできない（｢子会社｣とは、会社法第

２条第３号及び会社法施行規則第３条の規定による子会社をいい、「親会社」とは、会社法第２条第

４号及び会社法施行規則第３条の規定による親会社をいう。以下同じ。）。

応募者は、他の応募者の代表企業及び構成企業になることはできない。

ア 公共施設の設計業務を行う者（以下「設計企業」という。）

イ 公共施設の工事監理業務を行う者（以下「工事監理企業」という。）

ウ 公共施設の建設業務を行う者（以下「建設企業」という。）

エ 公共施設の維持管理業務を行う者（以下「維持管理企業」という。）

オ 公共施設の運営業務を行う者（以下「運営企業」という。）

カ 民間収益事業を行う者（市と直接、事業用定期借地契約を締結する者をいう。）

（２）市内事業者の参画

市内事業者の参画は、市の地域経済の活性化につながることから、より多くの参画を期待し、市

内事業者からの関心表明を提出した者は加点評価することとしている。

ここでいう市内事業者は、竹原市内に本社（本店）又は支店（営業所）を有するものとする。

２ 応募者の参加資格要件

（１）応募者の参加資格要件（共通）

次のいずれかに該当する者は、応募者になれない。ただし、民間収益事業者は、（ウ）及び（エ）

については、この限りではない。

（ア） 法人でない者

（イ） 地方自治法施行令第 167 条の４第１項の規定に該当する者

（ウ） 設計企業・工事監理企業・建設企業で、市の建設工事、測量・建設コンサルタント等業務の

入札参加資格者名簿に登録していない者

※市の入札参加資格者名簿に登録されていない者は、インターネットを利用し、市ホームペ

ージの電子入札システムを使用した電子申請及び必要書類郵送（又は持参）により、参加表

明書の受付締切日までに登録を完了すること。
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（エ） 維持管理企業・運営企業で、市の物品・委託役務等の入札参加資格者名簿に登録していない

者

※市の入札参加資格者名簿に登録されていない者は、インターネットを利用し、市ホームペ

ージの電子入札システムを使用した電子申請及び必要書類郵送（又は持参）により、参加表

明書の受付締切日までに登録を完了すること。

（オ） 参加表明書の受付締切日から提案書類の提出締切日までの間において、市から入札参加資格

停止の措置を受けている者

（カ） 会社更生法第 17条の規定に基づく更生手続開始の申立てがなされている者（更生計画が認可

された者（建設業務を行う者にあっては、これらの手続開始の決定後に受けた経営規模等評

価結果通知書・総合評定値通知書を有し、かつ、更生計画が認可された者）を除く。）

（キ） 民事再生法第 21条の規定に基づく再生手続開始の申立てがなされている者（再生計画が認可

された者（建設業務を行う者にあっては、これらの手続開始の決定後に受けた経営規模等評

価結果通知書・総合評定値通知書を有し、かつ、再生計画が認可された者）を除く。）

（ク） 旧破産法（大正 11 年法律第 71 号）又は破産法に基づき破産の申立て、又は旧和議法（大正

11 年法律第 72号）に基づき和議開始の申立てがなされている者

（ケ） 手形交換所における取引停止処分を受けている者、主要な取引先から取引停止を受けている

者及び経営状態が著しく不健全である法人

（コ） 子会社又は親会社が(ｵ)から(ｸ)までのいずれかに該当する法人

（サ） （仮称）竹原市複合交流拠点施設整備運営事業提案審査委員会の委員が属する企業又はその

企業の子会社若しくは親会社

（シ） 市が、本事業についてアドバイザリー業務を委託している日本工営都市空間株式会社及び株

式会社 YMFG ZONE プラニング並びにこれらの企業の子会社又は親会社

（２）応募者の参加資格要件（業務別）

設計企業、工事監理企業、建設企業、維持管理企業、運営企業は、上記（１）の要件のほか、次

のアからオまでの要件をそれぞれ全て満たすこと。

竹原市競争入札参加有資格者名簿に登録されていない者は、インターネットを利用し、市ホーム

ページの電子入札システムを使用した電子申請及び必要書類郵送（又は持参）により、参加表明書

の受付締切日までに登録を完了すること。

民間収益事業者は、次のカの要件を全て満たすこと。

ア 設計企業

設計業務を行う者は、次の a 及び b の要件を全て満たすこと。なお、複数の者で実施する場合は、

aの要件は全ての者で該当し、bの要件は１者以上が該当すること。

a 建築士法第 23 条の規定に基づく一級建築士事務所の登録を行っていること。

b 平成27年４月１日から参加表明書の受付締切日までの間に完了した設計業務で、延床面積1,000

㎡以上の次に示す図書館（図書館を含む複合施設の場合は、図書館の専有面積が1,000㎡以上で

あること）又は、延床面積3,000㎡以上の子育て支援施設若しくは地域交流機能等を含む複合公
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共施設の基本設計及び実施設計実績（新築工事、元請に限る。）を有すること。

・図書館法第２条に基づく図書館

・国又は特別な法律により設立された法人の図書館

・大学に付属する図書館

イ 工事監理企業

上記アの設計企業と同等の要件で工事監理業務の実績を有すること。

ウ 建設企業

建設業務を行う者は、次のaから cまでの要件を全て満たすこと。なお、複数の者で実施する場合

は、a及び bの要件は全ての者で該当し、cの要件は１者以上が該当すること。

a 建設業法第 15 条の規定に基づく建築工事業に係る特定建設業の許可を有していること。

b 市の競争入札参加有資格者名簿において、業種「建築一式工事」に登録され、「等級区分Ａラン

ク」であること。ただし、竹原市に本社を置く者（以下「市内業者」という。）については、

「建築一式工事」に登録かつ「等級区分Ａランク」を有する者と構成して参加する場合に限り、

「建築一式工事」の条件は免除とし、関連業種の登録での企業も参画可とする。

c 平成27年４月１日から参加表明書の受付締切日までの間に完了した建設業務で、延床面積1,000

㎡以上の次に示す図書館（図書館を含む複合施設の場合は、図書館の専有面積が1,000㎡以上で

あること）又は、延床面積3,000㎡以上の子育て支援施設若しくは地域交流機能等を含む複合公

共施設の施工実績（新築工事、元請に限る。）を有すること。また、共同企業体の構成員として

履行した実績も認めるが、その出資割合が総支出額の 10 分の２以上で、その内容が契約書の写

しの提出等で証明できる場合に限る。

・図書館法第２条に基づく図書館

・国又は特別な法律により設立された法人の図書館

・大学に付属する図書館

エ 運営企業

運営業務を行う者は、次のa及び bの要件を全て満たすこと。運営企業が複数の場合は、それぞれ

１者以上が該当すればよいものとする。

a 平成 27 年４月１日から参加表明書の受付締切日までの間に、図書館法第２条に基づく図書館の

運営業務を自ら実施するか、指定管理、業務委託等の形態により、単独企業、共同企業体の構

成員又は共同企業体から委託を受ける企業としての実績を有していること。

b 子育て支援機能運営業務に関する参加資格要件は求めないが、供用開始までに、以下の要件を

満たす事業者を配置すること。なお、提案提出段階において、下記要件を満たす事業者からの

関心表明を提出した者は加点評価とする。詳細は優先交渉権者選定基準書に示す。
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①法人としての資格要件

・社会福祉法人、学校法人、医療法人、特定非営利活動法人又は民間事業者等（任意団体を

含む。）の団体

②配置人員に関する要件

以下の者を配置できること。

・業務責任者：１名

（公共・民間を問わず子育て支援施設において３年以上の責任者としての経験又はそれに準

ずる経営管理能力を有する者）

・業務副責任者：１名

・一時預かり業務：２名以上

（配置人員のうち２分の１以上は保育士資格を有する者）

・地域子育て支援拠点業務：２名以上

（子育ての知識と経験を有する専任の者）

③会社としての運営実績

・公共・民間を問わず、子育て支援に関して２年以上の活動実績があること

オ 維持管理企業

平成 27 年４月１日から参加表明書の受付締切日までの間に、１年以上の複合公共施設全体の維持

管理実績を有していること。なお、維持管理企業が複数の場合は、そのうちの１者以上が該当する

こと。

カ 民間収益事業者

民間収益事業の実施に当たり必要な資格（許可、登録、認定等）を有すること。

３ 参加資格基準日

参加資格要件の確認基準日は、参加表明書の受付締切日とする。

４ 参加資格要件の喪失

参加資格を確認後、優先交渉権者決定の日までの間に、参加資格要件を満たさなくなった場合は、

原則として応募者の参加資格を取り消すものとする。ただし、以下の場合において、記載の要件を満

たした場合は、引き続き有効とする。

（ア） 参加資格要件の確認基準日から応募及び提案に係る書類の提出の前日までに参加資格要件を

喪失した場合

応募者のうち、１ないし複数の法人が参加資格を喪失した場合において、参加資格を喪失しなか

った法人（以下「残存法人」という。）のみ又は参加資格を喪失した法人（以下「喪失法人」とい

う。）と同等の能力・実績をもつ新たな法人を応募グループとして加えたうえで、応募グループの再

編成を市に申請し、提案書の提出までに市が認めた場合。ただし、残存法人のみで応募グループの

再編成を市に申請する場合は、当該残存法人のみで本募集要項に定める応募者の参加資格要件を満
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たしていることが必要である。なお、当該申請では、喪失法人が行う予定であった業務を代替する

法人の特定や、喪失法人が代表企業であった場合の新たな代表企業の特定も行うこととする。

（イ） 応募及び提案に係る書類の提出日から優先交渉権者決定日までに参加資格を喪失した場合

上記（ア）と同様とする。ただし、応募グループのうち、代表企業が参加資格要件を喪失した場

合は、当該応募者の参加資格を取り消すものとする。
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第４民間事業者の募集及び選定に関する事項

１ 募集及び選定の方法

本事業の募集及び選定は、競争性及び公平性に配慮した上で、提案価格及び提案内容を評価して優

先交渉権者及び次点交渉権者を決定する公募型プロポーザルにより選定するものとする。

２ 募集及び選定スケジュール

選定事業者の募集及び選定は、次のスケジュールにより行う予定である。

※指定管理者の指定は、供用開始までに行う。

３ 募集要項等に関する説明会・見学会の開催

説明会・見学会を以下のとおり開催する。なお、募集要項等の資料配布は行わないため、参加者各

自で用意すること。また、本説明会はオンライン参加は不可とする。

（１）開催日時

令和７年７月 11 日（金）午前 10時～12 時（受付開始：午前９時 30 分）

（２）開催場所

竹原市役所 ３階 大会議室

（３）参加申込方法

説明会への参加を希望する事業者は、「説明会及び現地見学会への参加申込書」（様式第1-1）に必要事

項を記載の上、令和７年７月８日（火）までにE-mailにて提出すること。提出の際は、件名に「説明会参

加申込書」と表記の上、E-mail 送信後に、その旨を第 9‐6問合せ先に記載の連絡先に電話連絡すること。

時期 内容

令和７年７月１日 募集の公告（募集要項等の公表）

令和７年７月 11 日 募集要項等に関する説明会・見学会の開催

令和７年７月 18 日 募集要項等に関する質問（１回目）の受付締切

令和７年８月８日 募集要項等に関する質問（１回目）への回答の公表

令和７年８月 28 日・29 日 官民対話の開催（２回目）

令和７年９月 19 日 募集要項等に関する質問（２回目）の受付締切

令和７年 10 月３日 募集要項等に関する質問（２回目）への回答の公表

令和７年 10 月 10 日 参加表明書（資格確認申請書を含む。）の受付締切

令和７年 10 月 24 日 資格確認通知書の発送

令和７年 12 月 22 日 提案書類の提出締切

令和８年１月中旬 ヒアリングの実施

令和８年１月下旬 最優秀提案者の選定、優先交渉権者等の決定及び公表

令和８年２月上旬
基本協定締結

基本契約締結

令和８年２月頃

建設工事請負契約の仮契約締結

設計業務等委託契約の仮契約締結

工事監理業務委託契約の仮契約締結

令和８年３月頃
建設工事請負契約の本契約（議会議決）

設計業務等委託契約及び工事監理業務委託契約の本契約

民間収益事業供用開始時 事業用定期借地契約締結
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第５応募に関する事項

１ 募集及び選定等の手続き

民間事業者の募集及び選定は、次のスケジュールにより行う予定である。

（１）募集要項等に関する質問（１回目）の受付、回答の公表

募集要項等に記載した内容に関する質問を、次のとおり受け付ける。

ア 受付期間

令和７年７月 14 日（月）から令和７年７月 18日（金）

イ 提出方法

質問の内容を簡潔にまとめ、「募集要項等に関する質問書（１回目）」（様式第 1-2）に必要事項を

記入の上、E-mail にて提出すること。提出の際は、件名に「募集要項等に関する質問書」と表記の

上、E-mail 送信後に、その旨を第 9‐6問合せ先に記載の連絡先に電話連絡すること。

ウ 回答の公表

質問に対する回答は、質問者の特殊な技術、ノウハウ等に関わり、質問者等の権利、競争上の地

位その他正当な利益を害するおそれがあると考えられるものを除き、市ホームページで公表する。

また、民間事業者等から提出のあった質問のうち、市が必要であると判断した場合には質問内容

の詳細等の確認を行うことがある。

回答公表予定日：令和７年８月８日（金）

なお、質問の内容を考慮して、本募集要項等の内容を変更する場合もある。

（２）官民対話の開催（２回目）

公表した募集要項等及び（１）募集要項等に関する質問（１回目）の内容を踏まえた本事業の具体

的な条件、内容の確認等を目的として、本市と事業者との個別対話を実施する。

なお、個別対話の内容は、事業者の特殊な技術、ノウハウ等に係るもので、当該事業者の権利、競

争上の地位その他正当な利益を害するおそれのあると認められるものを除き、市ホームページにて公

表する。また、希望者はオンライン参加も可能とする。

ア 開催日時

令和７年８月 28 日（木）・29 日（金）

イ 開催場所

竹原市役所 １階 会議室４

ウ 参加資格

応募グループの組成を予定している複数社での参加を原則とする。

エ 申込方法

個別対話への参加を希望する事業者は、「第２回個別対話参加申込書」（様式第 1-3）に必要事項を

記載の上、令和７年８月21日（木）までにE-mailにて提出すること。提出の際は、件名に「第２回

個別対話参加申込書」と表記の上、E-mail 送信後に、その旨を第 9‐6問合せ先に記載の連絡先に電

話連絡すること。
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（３）募集要項等に関する質問（２回目）の受付、回答の公表

募集要項等に記載した内容に関する質問を、次のとおり受け付ける。

ア 受付期間

令和７年９月 16 日（火）から令和７年９月 19日（金）

イ 提出方法

質問の内容を簡潔にまとめ、「募集要項等に関する質問書（２回目）」（様式第 1-4）に必要事項を

記入の上、E-mail にて提出すること。提出の際は、件名に「募集要項等に関する質問書（２回目）」

と表記の上、E-mail 送信後に、その旨を第 9‐6問合せ先に記載の連絡先に電話連絡すること。

ウ 回答の公表

質問に対する回答は、質問者の特殊な技術、ノウハウ等に関わり、質問者等の権利、競争上の地

位その他正当な利益を害するおそれがあると考えられるものを除き、市ホームページで公表する。

また、民間事業者等から提出のあった質問のうち、市が必要であると判断した場合には質問内容

の詳細等の確認を行うことがある。

回答公表予定日：令和７年 10 月３日（金）

なお、質問の内容を考慮して、本募集要項等の内容を変更する場合もある。

（４）参加表明書（資格確認申請書を含む。）の受付、資格確認通知書の発送

応募者は、参加表明書（資格確認申請書を含む。）を提出すること。なお、一度提出された書類につ

いては、原則、変更等（修正、差替え等）を認めないものとする。

ア 提出書類

様式集 様式 2-1～2-15 を参照すること。

イ 受付期間

令和７年 10 月６日（月）から令和７年 10月 10 日（金）

ウ 提出方法

持参又は郵送（郵送の場合は、書留郵便に限る。）により提出すること。

エ 提出先

第 9‐6問合せ先に記載のとおり。

オ 資格確認通知書の発送

市は、応募者から提出された参加表明書（資格確認申請書を含む。）の審査を行う。資格確認の結

果は、令和７年10月 24日（金）に応募者（代表企業）に対する資格確認通知書の発送により通知す

る。

なお、通知の際、受付番号を発行予定である。発行された受付番号を提案書に記すこと。詳細は

様式集を参照すること。

（５）提案書類の提出

応募者は、本事業に関する事業計画等の提案内容を記載した提案書類を提出すること。なお、一度

提出された書類については、原則、変更等（修正、差替え等）を認めないものとする。

ア 提出書類

様式集 様式 4-1～9-3 を参照すること。
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イ 受付期間

令和７年 12 月 16 日（火）から令和７年 12 月 22 日（月）

ウ 提出方法

持参又は郵送（郵送の場合は、書留郵便に限る。）により提出すること。

エ 提出先

第 9‐6問合せ先に記載のとおり。

（６）ヒアリングの実施

市は、応募者に対し、提出された提案書類の内容に関するヒアリングを実施する。実施時期は令和

８年１月中旬を予定している。

日時、場所（竹原市役所を予定）、プレゼンテーション及びヒアリング内容等は事前に応募者の代表

企業に通知する。

２ 応募に当たっての留意事項

（１）募集要項等の承諾

応募者は提案書類の提出をもって、募集要項等の記載内容を承諾したものとみなす。

（２）応募に伴う費用負担

参加表明書及び提案書類の作成・提出など、応募に伴う費用は、全て応募者の負担とする。

（３）使用する言語、通貨単位及び時刻

本事業において使用する言語は日本語、単位は計量法（平成４年法律第 51 号）に定めるもの、通貨

単位は円、時刻は日本標準時とする。

（４）著作権

応募者から提出された提案書類の著作権は、応募者に帰属する。

ただし、市は、本事業に関する公表時及びその他市が必要と判断した場合には、優先交渉権者の提

案書類の一部又は全部を無償で使用できる。また、優先交渉権者以外の応募者の提案書類については、

本事業に関する公表を目的として、提案書類の一部を無償で使用できる。なお、提出を受けた書類は

返却しない。

（５）特許権等

提案内容に含まれる特許権、実用新案権、意匠権、商標権その他日本国の法令に基づいて保護され

る第三者の権利の対象となっている事業手法、工事材料、施工方法、維持管理方法等を使用した結果

生じた責任は、応募者が負う。

（６）募集・審査の中止

天災地変等やむを得ない理由により、ヒアリングが実施できないときは、これを延期、又は中止す

る場合がある。
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また、応募者の不正不穏行動等により審査を公正に執行できないと認められるときには、審査の実

施を延期、又は取りやめることがある。

（７）提案書類の無効に関する事項

次のいずれかに該当する応募者の提案書類は、無効とする。なお、選定事業者の決定後において、

当該の選定事業者が次のいずれかに該当することが判明した場合には、選定事業者の決定を取り消す。

ア 提出書類に虚偽の記載がある場合

イ 提出書類が提出締切を過ぎて提出された場合

ウ 事業費の上限価格を超えた提案をした場合

エ 提案書類に必要な記名がないもの

オ 記載すべき事項が示されていないもの

カ その他の応募に際し不正の行為があったと認められるもの

キ その他竹原市契約規則に違反したもの

３ 提案上限金額

（１）提案上限金額

本事業の提案金額の上限は、下記のとおり。また、市の予算計上の関係上、設計費、工事管理費、

建設工事費（建物本体、外構、備品購入の別）及び指定管理委託料はそれぞれ分けて提案すること。

金額は提案時の賃金又は物価で提案し、実施するまでに賃金又は物価の変動が著しい場合は、別紙

リスク分担により対応する。

7,576,214 千円（消費税及び地方消費税込み。）

（２）提案上限金額の内訳

提案上限金額の内訳は、下記のとおり。ただし、それぞれ記載の金額は目安とし、これに縛られる

ものではない。なお、「地域子育て支援拠点業務」及び「一時預かり業務」は、社会福祉法上の第二種

社会福祉事業であり、消費税は非課税となる。

ア 施設整備費

5,248,662 千円（消費税及び地方消費税込み。）

イ 維持管理・運営費

2,327,552 千円（消費税及び地方消費税込み。）
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第６選定事業者の決定

１ 選定事業者の決定

（１）審査の手順

審査は、参加資格審査と提案審査の二段階に分けて実施する。詳細は、優先交渉権者選定基準書に

示す。

（２）（仮称）竹原市複合交流拠点施設整備運営事業提案審査委員会の設置

市は、優先交渉権者の選定を行うため、学識経験者等で構成する「（仮称）竹原市複合交流拠点施設

整備運営事業提案審査委員会（以下「審査委員会」という。）」を設置する。委員は、以下のとおりで

ある。なお、審査委員に関して、人事異動等があった場合は、後任者を委員として選任する。

（３）優先交渉権者の決定

審査委員会の審査結果の報告を受け、市は、優先交渉権者と協議を行う。協議が整った場合には優

先交渉権者と基本協定を締結する。また、基本協定を踏まえて、DBO 事業者と基本契約及び事業契約

を、民間収益事業者と事業用定期借地契約を締結する。

なお、市は、優先交渉権者との間で基本協定の締結に係る協議等が整わなかった場合、次点交渉権

者と協議等を行った上で基本協定を締結するものとする。

（４）優先交渉権者を決定しない場合

市は、事業者の募集、評価及び優先交渉権者の選定において、応募者がいない又はいずれの応募者

も公的財政負担の縮減等の達成が見込めない等の理由により、本事業をDBO事業及び民間収益事業とし

て実施することが適当でないと判断した場合には、優先交渉権者を決定せず、特定事業の選定を取り

消すこととし、その旨を速やかに市ホームページ等で公表する。

２ 審査結果の通知

審査結果は、選定事業者の決定後、速やかに全ての代表企業に対して通知する。

３ 審査結果の公表

審査結果及び審査講評については、市ホームページにおいて公表する。なお、グループ名及び代表

企業名は優先交渉権者及び次点交渉権者のみ公表し、優先交渉権者は構成企業名も公表する。

氏名 職名

宋 俊煥 山口大学 大学院創成科学研究科 教授

角倉 英明 広島大学 大学院先進理工系科学研究科 准教授

下倉 玲子 呉工業高等専門学校 建築学分野 准教授

伊原 尚子 広島大学 学術・社会連携室 図書館部長

小沢 良平 株式会社 日本政策投資銀行中国支店 次長兼企画課長

新谷 昭夫 竹原市 副市長
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第７契約に関する事項

１ 契約手続き

（１）基本協定の締結

市と優先交渉権者は、募集要項等及び提案書類に基づき協議の上、令和８年２月に基本協定を締結

し、優先交渉権者を設計及び工事監理業務受託者・工事請負者・指定管理者候補者として選定する。

（２）事業契約の締結

市と候補者は、基本協定締結後、令和８年２月に基本契約を締結する。基本協定及び基本契約に基

づいて事業実施の詳細条件を協議調整し、令和８年２月に設計業務委託契約、工事監理業務委託契約

及び建設工事請負契約の仮契約の締結を行うものとする。建設工事請負契約締結に関する議案が竹原

市議会（令和８年３月予定）の議決を経た後、これらの契約は本契約となる。

ただし、建設工事請負契約に関する議案が、議会で否決された場合は、建設工事請負契約及び設計

業務委託契約、工事監理業務委託契約の仮契約を解除する。その場合の設計業務に要した経費につい

ては、市の負担とする。

維持管理運営業務における契約については、別途、供用開始までに、竹原市議会において指定管理

者の指定の議決後、指定管理者基本協定を締結する。

市は、民間収益事業の供用開始に合わせて事業用定期借地契約を締結し、公正証書を作成する。

（３）契約の形態

契約の形態は、下図のとおり。

２ 事業契約の概要

事業契約において、事業者が遂行すべき業務内容、リスク分担、金額及び支払方法等を定める。

３ 契約金額

契約金額は、原則として当該応募者が提案した金額以内とする。

４ 契約の保証

事業契約を参照すること。
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第８事業者の業務内容に関する事項

１ 事業者が行う業務

事業者が行う業務は、「第２ 事業の内容に関する事項」及び「要求水準書」に示すとおりとする。

２ 事業契約上の地位

市の承諾がある場合を除き、選定事業者は事業契約上の地位及び権利義務を譲渡・担保提供、その

他一切の処分をしてはならない。

３ 保険

事業契約を参照すること。

４ 市と事業者の責任分担

（１）リスク分担の基本的な考え方

本事業におけるリスク分担の基本的な考え方は、市と選定事業者が適正にリスクを分担することに

より、より低廉かつ質の高いサービスの提供を受けることを目指すものであり、選定事業者が担当す

る業務については、選定事業者が責任をもって遂行し、業務に伴い発生するリスクは、原則として選

定事業者が負うものとする。ただし、市が責任を負うべき合理的な理由がある事項については、市が

責任を負うものとする。

（２）予想されるリスクと責任分担

予想されるリスク及び選定事業者間の責任分担は、原則として別紙「リスク分担表（案）」による。

ただし、本募集要項におけるリスク分担を変更する合理的かつ明確な理由及びこれに類する意見及び

提案があった場合には、必要に応じてリスク分担の変更を行うことがある。なお、最終的なリスク分

担は、事業契約において定める。

（３）リスクが顕在化した場合の費用負担の方法

市又はDBO事業者のいずれかが責任を負うべきとしたリスクが顕在化した場合に生じる費用は、原則

としてその責任を負う者が全額負担するものとする。また、市及びDBO事業者が分担して責任を負うべ

きとしたリスクが顕在化した場合に生じる費用の負担方法については、事業契約において定める。

５ 業務の委託等

選定事業者は、参加資格審査書類に示したとおり、構成企業に本事業の業務を委託又は請け負わせ

るものとし、市の承諾を得た場合に限り、参加資格審査書類に示していない第三者に業務を委託又は

請け負わせることができる。

なお、第三者への業務の委託又は請負は、全て事業者の責任において行うものとし、事業者が使用

する第三者の責めに帰すべき事由により生じた増加費用及び損害は、その原因及び結果の如何にかか

わらず、全て事業者が責任を負うものとする。
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６ 土地の使用等

（１）DBO 事業に関する市有地の使用

DBO 事業者は、当該事業の用に供するため、公共施設の設計・建設期間中は事業用地を使用すること

ができる。

（２）民間収益事業に関する市有地の貸付

ア 借地権の種類

市は、民間収益事業の用に供するために、事業用地のうち民間活用用地に事業用定期借地権（借

地借家法第 23 条に規定する借地権）を設定し、民間収益事業者に有償で貸し付ける。事業用定期借

地権は賃借権とする。

イ 賃貸借期間

市と民間収益事業者との間で締結する事業用定期借地契約の期間は、15 年～30 年とし、民間事業

者の提案に基づき市と協議のうえ定める。民間活用用地については、借地期間満了の際、市と民間

収益事業者の協議により合意した場合は、新たに事業用定期借地契約を締結することができるもの

とする。

ウ 借地料の単価

借地料は、市が示す基準単価496円／坪（月額）以上であることを条件に、選定事業者が提案した

借地料の単価とする。民間収益事業者が市に支払う月額借地料は、当該単価に民間活用用地の面積

を乗じた価格とする。なお、民間収益事業に伴う建設工事に当たっては、公共施設部分の整備と期

間及び敷地の重複利用が見込まれるため、必要な期間及び面積相当について、市議会の議決を前提

に、事業用定期借地契約によらず使用貸借契約とする予定としている。

エ 借地料の改定

社会情勢を鑑みて、市と別途調整することとする。

オ 借地料の支払い

事業実施期間にわたり、年２回（上半期・下半期）を基本とし、市に支払うこと。

カ 保証金

民間収益事業者は、定期借地権設定時に、契約上の民間収益事業者の債務を担保するため、保証

金として、市の指定する期日までに、市の発行する納入通知書により、月額借地料の 12 か月分相当

額を市に預託する。預託期間中、市は保証金に利息は付さない。市は、事業用定期借地契約の終了

に伴い、民間収益事業者が預託した保証金から、民間収益事業者の市に対する未払い債務等を差し

引いた金額を返還する。

（３）事業期間終了時の措置

ア DBO 事業

DBO 事業期間の終了に際し、DBO 事業者は、公共施設を事業契約に定める良好な状態で市に明け渡

す。

イ 民間収益事業

民間活用用地の借地期間の終了に際して、民間収益事業者は原則として、民間収益施設を解体・

撤去し、民間活用用地を原状回復し、市に返還する。ただし、市と民間収益事業者の協議により合
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意した場合は、新たに事業用定期借地契約を締結することができる。

７ 事業の実施状況のモニタリング

（１）提供されるサービスの水準

本事業において実施する業務のサービス水準は、要求水準書のとおり。

（２）DBO 事業者による業務品質の確保

DBO 事業者は、業務のサービス水準を維持改善するよう、DBO 事業者自ら、業務のマネジメント及び

セルフモニタリングを実施する。詳細は事業契約において示す。

（３）市による事業の実施状況のモニタリング

市は、選定事業者が事業契約書、事業用定期借地権設定契約書等に定められた業務を確実に遂行し、

要求水準書に定められた要求水準が達成されていることを確認するとともに、業務の実施状況、選定

事業者の財務状況、民間収益事業の財務状況等を把握するために、モニタリングを行う。

モニタリングに必要な費用のうち、市が実施するモニタリングに係る費用は、原則として市が負担

する。市が実施するモニタリングに必要となる書類の作成等に係る費用は、選定事業者の負担とする。

詳細は事業契約に示すが、想定しているモニタリングの実施時期等は次のとおりである。

ア 設計段階

市は、設計期間中、選定事業者が行う設計業務が要求水準書等に定められた要求水準を満たして

いることを確認する。

イ 建設段階

市は、工事期間中、定期的に選定事業者の実施する施工内容及び工事監理の状況を確認する。ま

た、市が要請した場合には、選定事業者は施工内容の事前説明及び事後報告、工事現場での施工状

況の確認を行う。

工事完成・施設引渡し時に、選定事業者は、施工記録を用意して、現場で市の確認を受ける。こ

の際、市は、施設の状態が要求水準書等に定められた要求水準を満たしているか否かについて確認

を行う。確認の結果、要求水準書等に定められた要求水準を満たしていない場合には、市は補修又

は改造を求めることができる。

ウ 維持管理・運営段階

市は、選定事業者が行う維持管理・運営業務が要求水準書等に定められた要求水準を満たしてい

ることの確認を定期的に行うとともに、選定事業者の財務状況についても確認する。

市は、民間収益事業者の実施する民間収益事業の状況について、要求水準書及び事業用定期借地

権設定契約書に定められた内容に沿って実施されているか否かについての確認を定期的に行うとと

もに、民間収益事業に係る財務状況についても確認する。

（４）モニタリング結果についての対応

モニタリングの結果、選定事業者の実施する業務や民間収益事業の内容が、要求水準書等に定めら

れた要求水準を満たしていないことが判明した場合、市は業務内容等の速やかな改善を求める。加え

て、公共施設においては、サービス対価の減額等を行う。選定事業者は市の改善要求に対し、自らの
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費用負担により、改善措置を講ずるものとする。サービス対価の減額等の詳細は、事業契約に示す。
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第９その他

１ 法制上及び税制上の措置並びに財政上及び金融上の支援に関する事項

（１）法制上及び税制上の措置

選定事業者が本事業を実施するに当たり、法令の改正等により、法制上又は税制上の措置が適用さ

れることとなる場合は、それによることとする。なお、現時点では、本事業に係るこれらの措置等は

想定していないが、今後、法制や税制の改正により措置が可能となる場合、市と選定事業者で協議す

るものとする。

（２）財政上及び金融上の支援

選定事業者が本事業を実施するに当たり、財政上及び金融上の支援を受けることができる可能性が

ある場合は、市は選定事業者がこれらの支援を受けることができるよう努める。

（３）その他の事項

市が支払う設計・建設等に係る対価の一部は、国庫交付金をもって充当することを予定しているの

で、選定事業者は市の申請手続に協力するものとする。

２ 事業の継続が困難となった場合における措置に関する事項

本事業において事業の継続が困難となった場合には、次の措置をとることとする。

（１）選定事業者に契約不履行の懸念等が生じた場合

選定事業者の提供するサービスが、事業契約に定める要求水準を下回る場合、その他事業契約又は

事業用定期借地契約に定める選定事業者の責めに帰すべき事由により、債務不履行又はその懸念が生

じた場合、市は選定事業者に対して改善勧告を行い、一定期間内に改善計画の提出及び実施を求める。

選定事業者が当該期間内に改善することができなかったときは、市は事業契約又は事業用定期借地契

約を解除することがある。なお、詳細は、事業契約及び事業用定期借地契約で定めるものとする。

（２）その他の事由により事業の継続が困難となった場合

事業契約及び事業用定期借地契約に定める事由ごとに、責任の所在による改善等の対応方法に従う。

３ 議会の議決

建設工事請負契約の締結に関する議案は、令和８年２月に市議会定例会に提出する予定である。

４ 疑義対応

（１）疑義対応

事業計画又は事業契約の解釈について疑義が生じた場合、市と選定事業者は、誠意を持って協議す

るものとし、一定期間内に協議が整わない場合には、事業契約に定める具体的措置によることとする。

（２）紛争処理機関

事業契約に関する紛争については、広島地方裁判所を第一審の専属管轄裁判所とする。

５ 情報公開及び情報提供

本事業に関する情報は、適宜、市ホームページにおいて公表する。
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６ 問合せ先

担当部署：竹原市 企画部 企画政策課 公共施設再整備担当

住 所：〒725-8666 竹原市中央五丁目６番 28 号

電 話：0846-22-1568

E-mail ：koukyou@city.takehara.lg.jp
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別紙 リスク分担表（案）

（凡例「〇」主たる負担者、「△」従たる負担者）

１．共通事項

リスクの種類 リスクの内容

負担者

市
DBO

事業者

計画変更 市の指示による事業内容・用途の変更に関するもの ○

施策変更 市の施策の変更（本事業に影響を及ぼすもの）によるもの ○

公募書類 募集要項等の誤りによるもの ○

資金調達
市が必要な資金を調達できない場合 ○

選定事業者が必要な資金を調達できない場合 ○

法令変更
本事業に直接関係する法令の新設・変更（税制度を除

く。）によるもの
○

税制度の変更

税制度の改正によ

る、選定事業者の収

支の影響

法人税の変更によるもの ○

本事業に直接関係する法令に基づ

く税制度の変更による増減
○

市の支払うサービス対価に係る消

費税の変更によるもの
○

公共施設の取得及び所有に関する

税制度の変更による増減
○

許認可の遅延

等

DBO事業者の責めによらない許認可取得の遅延に関するも

の
○

上記以外のDBO事業者が実施する許認可取得の遅延に関す

るもの
○

住民対応

本事業を行政サービスとして実施すること及び市からの提

示条件に関する住民運動等
○

上記以外の調査・工事等のDBO事業者の業務に関する住民

運動等
○

契約締結

市の責めにより事業契約が締結できない場合 ○

DBO事業者の責めにより事業契約が締結できない場合 ○

上記以外（例：市議会の不承認等）により事業契約が締結

できない場合
△ △

不可抗力

不可抗力（暴風、豪雨、洪水、高潮、地震、落盤、火災、

騒乱、暴動その他の市又は選定事業者のいずれの責めにも

帰すことのできない自然的又は人為的な現象をいう。）に

伴い、設計又は工期の変更、設備の修復等により、DBO事

業者の経費の増加及び事業契約の履行不能

△ △
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２．設計・建設段階

リスクの種類 リスクの内容

負担者

市
DBO

事業者

測量調査
市が行った調査の不備、誤り等によるもの ○

DBO事業者が行った調査の不備、誤り等によるもの ○

土壌汚染

市が事前に公表した資料に明示されているもの ○

市が事前に公表した資料からは予見できない土壌汚染が発

見された場合
○

埋蔵文化財

市が事前に公表した資料に明示されているもの ○

市が事前に公表した資料からは予見できない埋蔵文化財が

発見された場合
○

用地

市が事前に公表した資料に明示されているもの ○

市が事前に公表した資料からは予見できない地中障害物等

が発見された場合
○

設計 設計の不備、誤り等によるもの ○

設計変更

市の責めに帰すべき事由（提示条件、指示の不備や要求水

準の変更等）による設計変更に伴うもの
○

上記以外の事由による設計変更に伴うもの ○

建設工事の遅

延・未完工

市の責めに帰すべき事由（提示条件、指示の不備や要求水

準の変更等）による建設工事の遅延や未完工
○

不可抗力による建設工事の遅延や未完工 △ △

上記以外の事由による建設工事の遅延や未完工 ○

物価変動 設計・建設期間中のインフレ・デフレ △ △

建設工事費

市の責めに帰すべき事由（提示条件、指示の不備や要求水

準の変更等）による建設工事費の増大
○

不可抗力による建設工事費の増大 △ △

上記以外の要因による建設工事費の増大 ○

性能
市の要求する性能に達しない場合の改善リスク、その他損

害に関するリスク
○

工事監理 工事監理の不備、誤り等によるもの ○

第三者等への

賠償

建設工事の施工により、第三者に損害を及ぼした際の賠償

金支払義務の発生
○

建設工事の施工に伴い通常避けることができない騒音、振

動、地盤沈下、地下水の断絶等の理由により、第三者に損

害を及ぼした際の賠償金支払義務の発生（ただし、選定事

業者が善良な管理者の注意義務を怠ったことにより生じた

ものを除く。）

○

地盤沈下 建設工事に伴う地盤の沈下による、建設工事費の増加 ○
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３．維持管理・運営段階

※１ 物価変動に伴い一定水準以上の料金が増減した場合、市が負担する。詳細は事業契約書に定める。

※２ 経年による施設・設備・備品の劣化は事業者リスクから除外する。

リスクの種類 リスクの内容

負担者

市
DBO

事業者

施設瑕疵

施設の引渡後、構造耐力上重要な部分及び雨水の浸入を防

止する部分について、10年以内に隠れた重大な瑕疵が見つ

かった場合

○

施設の引渡後、構造耐力上重要な部分及び雨水の浸入を防

止する部分について、11年以降に隠れた重大な瑕疵が見つ

かった場合

○

性能
市の要求する性能に達しないために必要となる改善、その

他損害に関するもの
○

物価変動 維持管理・運営期間中のインフレ・デフレ △ △

業務費の変動

市の責めによる事業内容・用途の変更等に起因する業務費

の変動
○

不可抗力に起因するもの △ △

上記以外の要因による業務費の変動 ○

光熱水費変動 維持管理等期間中の光熱水費の変動 △※１ △※１

自主事業 自主事業の実施に係る全てのリスク ○

施設・備品の

損傷･盗難等

不可抗力に起因する損傷等 △ △

DBO事業者が管理者の注意義務を怠ったことによる第三者

の責めによる損傷等
○

上記以外の要因による損傷等 ○

債務不履行

サービス水準の未達その他のDBO事業者の債務不履行によ

る事業契約の解除による損害
○

支払債務の不履行その他の市の債務不履行による事業契約

の解除による損害
○

支払遅延・不

能
市の事由による支払遅延・不能によるもの ○

第三者等への

賠償

DBO事業者が管理者の注意義務を怠ったことによる騒音、

振動、臭気等の発生による賠償
○

上記以外に起因する事故等の発生による賠償 ○

施設明渡

施設移管手続きに伴う諸費用の発生、事業会社の清算手続

きに伴う損益等
○

事業期間終了時における要求水準の保持 ○※２


